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＜病棟連絡事項＞
・11/3売店はお休みとなります。患者ミーティング時お知らせしていきましょう。
・11/8立入調査があります。各受持ちの書類、評価関係は確認してください。環境整備中に破損・酷い汚染があれば都度報告をお願いします。
・危険物貸出表を作成しています。貸出状況を水性ペンで記入し、返却後消してください。
＜患者様連絡事項＞
・山内　かおり様～服薬自己管理主治医許可あり。10月31日より3日分セットから開始して下さい。その後1週間管理としていきます。
　
・高杉　洋子様～便秘時センノシド（12）処方依頼中。
・沼山　真紀子様～便秘時アローゼン（0.5）処方依頼中。
・川原　サエ子様～便秘時ピコスルファートナトリウム内用液処方依頼中。
・福島　司子様～不眠時マイスリー（5）処方依頼中。
・野坂　翔様～頭痛時カロナール（200）7回分処方。

・中里　慶子様～私物発注の上限額が超えている為、担当スタッフのみ伝票にサインする事としています。
＜要注目患者様ケース検討＞
・下口　政子様～日課遅れや小栗健太郎様への付き纏い、夜間自室前へ行き寝顔をのぞき込む、自身の頭髪を封筒に入れて渡す等の行動があり都度介入を要しています。主治医へ情報提供していきましょう。
・飯田　修子様～気分変動著明にあり、西和世様の頭をスリッパで叩く、山谷由香様の頭をコップで叩く等の行動見られています。本日も他患者様と口論となり介入、頓服使用を促しています。被害妄想から行動化している為、引き続き頓服使用と共に環境調整も視野に検討していきましょう。
・久慈　一壽様～食事形態変更した以降はむせ込みなく摂取出来ています。自力での摂取は出来ず全介助を要しています。入浴はAユニットで介助予定としています。本人の状態に合わせたケアを行っていきましょう。

・小栗　健太郎様～ルーズリーフが手元にないことや、下口政子様からの迷惑行為により苛々が生じ、南病棟のカートやホワイトボードを破損する行為があります。レストラン移動時に下口様と一緒に乗らないよう配慮していきましょう。
・小田　沙也加様～午前、下口政子様より執拗に話し掛けられ易怒的となる場面あり、距離を取るよう介入しています。
・西　和世様～飯田修子様より叩かれたことで腕がしびれる、退院したい等の訴えが聞かれ傾聴しています。
・武田　宜子様～同室の成田富士子様への不満言動あり、居室変更の希望聞かれています。日中は自室から出てくる様子見られ、直接的なトラブルはなく経過しています。

・野坂　翔様～コード類の未回収あり、貸したら申し送りをし忘れず回収しましょう。
・畑中　成夫様～女性スタッフに対し恋愛妄想があります。診察時主治医へ情報提供しましょう。
・藤井　理代様～夜間不眠で経過し、Aユニットへ行く、男の人を待っている等の言動聞かれています。以前迷惑行為もあったことから所在確認や行動観察していきましょう。
＜小栁Dr.患者様診察情報＞
・西川　和恵様～主治医診察行っている。声掛けに頷きあるが疎通はやや不良。処方変更無し。
・山谷　由香様～主治医診察行っている。生理が来ないとの訴えあり。主治医より、処方されているリスパダールとラクーダの影響である事を説明。飲み薬から貼り薬に変更してからの効果については「あまり効果は感じられません」とのこと。10/31よりロナセンテープ４０ｍｇ追加。下痢症状継続のため酸化マグネシウム錠３３０ｍｇ中止となる。湿布の希望あり。ハップスターＩＤ７０ｍｇ　　７枚／袋 1 袋 処方となる。
・小笠原　大雄様～主治医診察行っている。最近の状態については「タンドスピロンの効果待ち。他の薬は問題無し。レストランに行っての食事量も増えてきた」話す。外出の希望あり。借金返済のため銀行に行きたい。眼鏡を作りに行きたいとのこと。主治医からは、許可は出せるがタバコは吸わせないように、と伝えられている。処方変更無し。
・松川　順子様～主治医診察行っている。下痢をする事はあったが回数は減っている事を情報提供。先週主治医からは日中の活動量を増やすように言われていたが、日中は寝ている事が多かった。疲労感が強かったとのこと。生活習慣を改善しましょう、と再び主治医から指導を受けているが「でも、だけど、だって」と理由をつけ取り組もうとはしない。不安感訴えは継続して見られる。処方変更無し。

・春山　明子様～主治医診察行っている。困っている事はないか尋ねられると「特に無いです。世話になってありがたいです」と答える。処方変更無し。

・加藤　進様～主治医診察行っている。下痢や便失禁の症状は落ち着いている事、食事も摂れていることを報告。処方変更無し。
＜柞木田Dr.患者様診察情報＞

・山内　かおり様～診察にて、今後退院に向け服薬自己管理開始していく予定である事や他者からの話しかけが多く、疲弊し自室で流涙されていた事、11月上旬頃に退院となる可能性がある事を情報提供している。診察にて「11/6に退院になるんです」と話されている場面あり。主治医より、日時が確定し次第報告するよう指示あり。また主治医より手指の振戦について確認あると「まだあります」との事。処方薬の変更は無い。

・中居　松男様～診察にて歩行時ふらつきは目立っていない事気分の高さやにやつきも目立たない事を情報提供。診察中、主治医より困っている事が無いか確認されると「無いです」と。診察室に入る際は小刻み歩行著明にあるも診察後はスムーズに歩行出来ている。処方薬の変更は無い。

・續石　啓介様～診察にて、以前同室者であった男性患者に対し苛々感を訴え連日リスパダール内用液使用していた事等最近の様子を情報提供。主治医より連日下剤を使用すると、腸管が緩んでしまう可能性や巨大腸管結腸症になってしまう事もある為、ここぞという時にのみ使用するよう説明され了承している。ピコスルファートＮａ内用液 3本処方となる。内服薬の変更は無い。

・島脇　法依様～診察にて依然として食事摂取量にムラがある事を情報提供している。診察中、主治医の質問に対しやや反応の乏しさあり。漠然とした希死念慮があるとの事。今後、臨時薬はリスペリドンを夕にまとめ処方していくとの事。
＜退院支援状況確認＞
・鈴木　知子様～11/3青山荘入所のため退院予定。
・淡路　智恵子様～南山苑の訪問調査日の調整中。
・小田　沙也加様～11月退院予定となっている。今後母様へ連絡し日程の確認を行っていく。
・西川　和恵様～11月～1月で3回体験外泊を実施予定。11/6兄様といちい寮で打ち合わせし日程が決まり次第連絡を頂けることとなっている。
・中里　慶子様、小泉　裕子様～青山荘の見学について調整中。
・春山　明子様～施設申し込み状況について確認するも、仕事が忙しいことを理由に申し込み出来ていないとのお返事あり。
・田中　ハルエ様～主治医より自宅退院で進めるよう指示あり。娘様やケアマネと連絡をとっていく。
